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規
　
則

◯
母
子
家
庭
及
び
寡
婦
家
庭
住
宅
整
備
資
金
の
貸
付
利
率
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則
（
七
八
・
子
育
て
支
援
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

告
　
示

◯
県
議
会
臨
時
会
の
招
集
（
八
九
七
・
財
政
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

◯
平
成
十
五
年
度
准
看
護
師
試
験
の
実
施
（
八
九
八
・
医
務
薬
事
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２

◯
自
然
環
境
保
全
地
域
の
指
定
の
一
部
改
正
（
八
九
九
・
自
然
保
護
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３

◯
自
然
環
境
保
全
地
域
に
関
す
る
保
全
計
画
の
変
更
（
九
〇
〇
・
自
然
保
護
課
）
…
…
…
…
…
…
５

◯
自
然
環
境
保
全
地
域
の
区
域
内
に
特
別
地
区
を
指
定
（
九
〇
一
・
自
然
保
護
課
）
…
…
…
…
…
５

◯
自
然
環
境
保
全
地
域
の
特
別
地
区
内
に
野
生
動
植
物
保
護
地
区
を
指
定
（
九
〇
二
・
自
然
保

護
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７

◯
自
然
環
境
保
全
地
域
の
指
定
（
九
〇
三
・
自
然
保
護
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
９

◯
自
然
環
境
保
全
地
域
に
関
す
る
保
全
計
画
の
決
定
（
九
〇
四
・
自
然
保
護
課
）
…
…
…
…
…
…
11

◯
自
然
環
境
保
全
地
域
の
区
域
内
に
特
別
地
区
を
指
定
（
九
〇
五
・
自
然
保
護
課
）
…
…
…
…
…
11

◯
自
然
環
境
保
全
地
域
の
特
別
地
区
内
に
野
生
動
植
物
保
護
地
区
を
指
定
（
九
〇
六
・
自
然
保

護
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
13

◯
漁
業
災
害
補
償
法
に
よ
る
付
保
義
務
の
発
生
（
九
〇
七
・
水
産
漁
港
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
15

◯
保
安
林
の
指
定
解
除
予
定
通
知
（
九
〇
八
・
森
林
整
備
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
15

◯
道
路
区
域
の
変
更
（
九
〇
九
・
道
路
環
境
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
15

◯
道
路
区
域
の
変
更
及
び
供
用
開
始
（
九
一
〇
・
道
路
環
境
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
15

◯
道
路
区
域
の
変
更
（
九
一
一
・
道
路
環
境
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
16

◯
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
に
よ
る
市
町
村
道
の
工
事
の
完
了
（
九
一
二
・
道
路
環
境

課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
16

◯
建
築
基
準
法
に
よ
る
道
路
位
置
の
指
定
（
九
一
三
・
北
秋
田
地
域
振
興
局
建
設
部
）
…
…
…
…
16

公
　
告

◯
土
地
改
良
区
の
役
員
の
退
任
の
届
出
（
北
秋
田
地
域
振
興
局
農
林
部
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
17

◯
秋
田
県
収
納
代
理
金
融
機
関
の
名
称
の
変
更
（
会
計
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
17

◯
物
品
調
達
契
約
に
係
る
一
般
競
争
入
札
の
実
施
（
管
財
課
）
三
件
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
17

教
育
委
員
会
告
示

◯
教
育
委
員
会
会
議
の
開
催
（
一
四
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
19

母
子
家
庭
及
び
寡
婦
家
庭
住
宅
整
備
資
金
の
貸
付
利
率
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
五
年
十
一
月
四
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

秋
田
県
規
則
第
七
十
八
号

母
子
家
庭
及
び
寡
婦
家
庭
住
宅
整
備
資
金
の
貸
付
利
率
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則

母
子
家
庭
及
び
寡
婦
家
庭
住
宅
整
備
資
金
の
貸
付
利
率
を
定
め
る
規
則
（
平
成
十
年
秋
田
県
規
則

第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「
年
〇
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
」
を
「
年
一
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
」
に
改
め
る
。

附
　
則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
母
子
家
庭
及
び
寡
婦
家
庭
住
宅
整
備
資
金
の
貸
付
利
率
を
定
め
る

規
則
の
規
定
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
以
後
に
貸
し
付
け
ら
れ
る
資
金
に
つ
い
て
適
用
し
、
同

日
前
に
貸
し
付
け
ら
れ
た
資
金
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

秋
田
県
告
示
第
八
百
九
十
七
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
百
二
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成

十
五
年
十
一
月
十
一
日
に
、
秋
田
県
議
会
臨
時
会
を
秋
田
市
に
招
集
し
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
付
議
す
べ
き
事
件
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
十
五
年
十
一
月
四
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
平
成
十
五
年
度
秋
田
県
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
四
号
）

二
　
県
議
会
議
員
の
報
酬
お
よ
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

１

規
　
　
　
　
　
　
則

告
　
　
　
　
　
　
示

ペ
ー
ジ
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三
　
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

四
　
知
事
等
の
給
与
お
よ
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

五
　
市
町
村
立
学
校
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

六
　
教
育
長
の
給
与
及
び
旅
費
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

七
　
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

八
　
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

九
　
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

十
　
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

十
一
　
交
通
事
故
に
係
る
和
解
に
つ
い
て

十
二
　
交
通
事
故
に
係
る
和
解
に
つ
い
て

十
三
　
平
成
十
四
年
度
秋
田
県
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

十
四
　
平
成
十
四
年
度
秋
田
県
一
般
会
計
の
継
続
費
の
精
算
報
告

十
五
　
平
成
十
五
年
度
秋
田
県
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）
の
専
決
処
分
報
告

十
六
　
交
通
事
故
に
係
る
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
専
決
処
分
報
告

十
七
　
交
通
事
故
に
係
る
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
専
決
処
分
報
告

十
八
　
交
通
事
故
に
係
る
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
専
決
処
分
報
告

十
九
　
交
通
事
故
に
係
る
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
専
決
処
分
報
告

秋
田
県
告
示
第
八
百
九
十
八
号

保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
三
号
）
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
平
成
十
五
年
度
准
看
護
師
試
験
を
実
施
す
る
の
で
、
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
施
行
規
則

（
昭
和
二
十
六
年
厚
生
省
令
第
三
十
四
号
）
第
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
十
五
年
十
一
月
四
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
試
験
の
日
時
及
び
場
所

（一）

日
時

平
成
十
六
年
二
月
十
五
日
（
日
）

新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
　
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
正
午
ま
で

旧
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
　
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
前
十
一
時
三
十
分

（二）

場
所

秋
田
市
下
北
手
桜
字
守
沢
四
十
六
番
一
号
　
秋
田
経
済
法
科
大
学

二
　
試
験
科
目

新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

人
体
の
仕
組
み
と
働
き
　
食
生
活
と
栄
養
　
薬
物
と
看
護
　
疾
病
の
成
り
立
ち
　
感
染
と
予
防

看
護
と
倫
理
　
患
者
の
心
理
　
保
健
医
療
福
祉
の
仕
組
み
　
看
護
と
法
律
　
基
礎
看
護
（
看
護

概
論
　
基
礎
看
護
技
術
　
臨
床
看
護
概
論
）

成
人
看
護
　
老
年
看
護
　
母
子
看
護
　
精
神
看

護旧
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

解
剖
生
理
　
栄
養
　
薬
理
　
病
理
　
微
生
物
　
保
健
医
療
　
関
係
法
規
　
精
神
保
健
　
基
礎
看

護
（
看
護
概
論
　
基
礎
看
護
技
術
　
臨
床
看
護
概
論
）

成
人
看
護
　
老
人
看
護
　
母
子
看
護

三
　
受
験
資
格

保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
第
二
十
二
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

四
　
受
験
申
込
み
に
必
要
な
書
類

（一）

受
験
願
書

（二）

受
験
資
格
を
有
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
施
行
規
則
第
二
十
七
条
各
号
に
掲
げ
る
書
類

（三）

履
歴
書

（四）

写
真

出
願
前
六
月
以
内
に
脱
帽
で
正
面
か
ら
撮
影
し
た
縦
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
横
三
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
の
も
の
で
、
そ
の
裏
面
に
撮
影
年
月
日
及
び
氏
名
を
記
載
し
た
も
の
　
二
枚

五
　
受
験
願
書
用
紙
の
交
付

（一）

期
間

平
成
十
五
年
十
一
月
五
日
（
水
）
か
ら
平
成
十
五
年
十
二
月
十
二
日
（
金
）
ま
で

（二）

場
所

秋
田
市
山
王
四
丁
目
一
番
一
号
　
健
康
福
祉
部
医
務
薬
事
課

六
　
受
験
願
書
の
受
付

（一）

期
間
及
び
時
間

平
成
十
五
年
十
二
月
十
日
（
水
）
か
ら
同
月
十
二
日
（
金
）
ま
で
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
五

時
ま
で

郵
送
の
場
合
は
、
締
切
日
ま
で
の
消
印
が
あ
る
も
の
に
限
り
受
け
付
け
る
。

（二）

場
所

秋
田
市
山
王
四
丁
目
一
番
一
号
　
健
康
福
祉
部
医
務
薬
事
課

七
　
受
験
手
数
料

（一）

額六
千
九
百
円

（二）

納
付
方
法

受
験
願
書
の
提
出
の
際
、
秋
田
県
証
紙
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
。

八
　
合
格
者
の
発
表

平
成
十
六
年
三
月
十
一
日
（
木
）
午
前
九
時
に
秋
田
県
庁
正
面
公
告
板
及
び
秋
田
県
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（http://w

w
w
.pref.akita.jp/

）
に
掲
示
す
る
。

２
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九
　
合
格
証
書
の
交
付

合
格
者
に
は
、
合
格
証
書
を
交
付
す
る
。

十
　
試
験
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先

健
康
福
祉
部
医
務
薬
事
課
（
電
話
〇
一
八
―
八
六
〇
―
一
四
〇
六
）

秋
田
県
告
示
第
八
百
九
十
九
号

自
然
環
境
保
全
地
域
の
指
定
（
昭
和
六
十
年
秋
田
県
告
示
第
六
百
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
し
、
平
成
十
五
年
十
一
月
四
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
十
五
年
十
一
月
四
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

表
中
「
本
荘
市
大
字
親
川
字
田
ノ
沢
及
び
冷
水
」
を
「
本
荘
市
親
川
字
田
ノ
沢
九
十
七
番
地
、
同

市
親
川
字
冷
水
百
三
十
二
番
地
及
び
同
市
親
川
字
砂
子
田
四
十
八
番
地
」
に
、
「
五
・
七
六
ヘ
ク
タ

ー
ル
」
を
「
十
六
・
六
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
」
に
改
め
る
。

別
図
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

３
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４

凡　　　例 

自然環境 
保全地域 ０ 500m

秋田県親川自然環境保全地域  区域図 

〔別図〕
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秋
田
県
告
示
第
九
百
号

秋
田
県
親
川
自
然
環
境
保
全
地
域
の
保
全
計
画
を
変
更
し
た
の
で
、
秋
田
県
自
然
環
境
保
全
条
例

（
昭
和
四
十
八
年
秋
田
県
条
例
第
二
十
三
号
）
第
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
そ
の
概
要
を

次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
十
五
年
十
一
月
四
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

秋
田
県
親
川
自
然
環
境
保
全
地
域
の
保
全
計
画
の
概
要

一
　
保
全
す
べ
き
自
然
環
境
の
特
質
そ
の
他
当
該
地
域
に
お
け
る
自
然
環
境
の
保
全
に
関
す
る
基
本

的
な
事
項

こ
の
地
域
は
、
県
内
で
は
唯
一
の
常
緑
広
葉
樹
林
と
し
て
の
タ
ブ
ノ
キ
群
落
の
北
限
地
で
あ
り
、

こ
れ
に
隣
接
す
る
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
群
落
も
海
岸
風
衝
低
木
林
と
し
て
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
が
優
占
す
る
数
少

な
い
群
落
と
な
っ
て
お
り
、
加
え
て
カ
タ
ク
リ
等
が
生
育
し
て
い
る
貴
重
な
地
域
で
あ
る
。
こ
の

自
然
環
境
を
維
持
す
る
た
め
、
地
域
の
一
部
を
特
別
地
区
及
び
野
生
動
植
物
保
護
地
区
に
指
定
し
、

適
正
な
保
全
を
図
る
。

二
　
特
別
地
区
の
指
定
に
関
す
る
事
項

こ
の
地
域
の
植
生
及
び
希
少
な
植
物
の
保
護
を
図
る
た
め
、
一
部
を
特
別
地
区
及
び
野
生
動
植

物
保
護
地
区
と
し
て
保
全
す
る
と
と
も
に
、
カ
タ
ク
リ
等
の
植
物
を
保
護
す
べ
き
野
生
動
植
物
と

す
る
。

三
　
保
全
の
た
め
の
規
制
に
関
す
る
事
項

秋
田
県
自
然
環
境
保
全
条
例
第
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
許
可
を
受
け
な
い
で
行
う
こ

と
が
で
き
る
木
竹
の
伐
採
の
方
法
及
び
限
度
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

四
　
保
全
の
た
め
の
施
設
に
関
す
る
事
項

自
然
環
境
保
全
地
域
内
の
自
然
環
境
を
保
全
す
る
た
め
、
次
の
施
設
を
設
置
す
る
。

標
識
　
巡
視
歩
道
　
侵
入
防
止
さ
く

秋
田
県
告
示
第
九
百
一
号

秋
田
県
自
然
環
境
保
全
条
例
（
昭
和
四
十
八
年
秋
田
県
条
例
第
二
十
三
号
）
第
十
五
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
、
自
然
環
境
保
全
地
域
の
区
域
内
に
特
別
地
区
を
次
の
と
お
り
指
定
し
、
平
成
十
五
年

十
一
月
四
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
十
五
年
十
一
月
四
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

５

特
別
地
区
名

親
川
特
別
地

区

区
　
　
　
域

秋
田
県
親
川
自
然

環
境
保
全
地
域
の

一
部

伐

採

の

方

法

及

び

限

度

原
則
と
し
て
現
有
蓄
積
の
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
以

内
の
択
伐
と
す
る
。
た
だ
し
、
自
然
環
境
に
著
し

い
変
化
を
与
え
る
可
能
性
が
低
い
場
合
に
は
、
小

面
積
皆
伐
（
一
伐
区
の
面
積
が
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
以

内
）
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

自
然
環
境
保
全
地
域
特
別
地
区
の

名
称

親
川
特
別
地
区

自
然
環
境
保
全
地
域
特
別
地
区
に
含
ま
れ
る
土
地

の
区
域
及
び
面
積

本
荘
市
親
川
字
田
ノ
沢
九
十
七
番
地
、
同
市
親
川

字
冷
水
百
三
十
二
番
地
及
び
同
市
親
川
字
砂
子
田

四
十
八
番
地
の
う
ち
別
図
に
示
す
区
域

十
二
・
九
一
ヘ
ク
タ
ー
ル



平成15年11月 4日（火曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 第1519号

６

０ 500m

秋田県親川自然環境保全地域特別地区  区域図 

凡　　　例 

普通地区 
特別地区 

〔別図〕



平成15年11月 4日（火曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 第1519号

秋
田
県
告
示
第
九
百
二
号

秋
田
県
自
然
環
境
保
全
条
例
（
昭
和
四
十
八
年
秋
田
県
条
例
第
二
十
三
号
）
第
十
六
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
、
自
然
環
境
保
全
地
域
特
別
地
区
内
に
野
生
動
植
物
保
護
地
区
を
次
の
と
お
り
指
定
し
、

平
成
十
五
年
十
一
月
四
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
十
五
年
十
一
月
四
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

７

自
然
環
境
保
全
地

域
野
生
動
植
物
保

護
地
区
の
名
称

親
川
野
生
動
植
物

保
護
地
区

自
然
環
境
保
全
地
域
野
生
動

植
物
保
護
地
区
に
含
ま
れ
る

土
地
の
区
域
及
び
面
積

本
荘
市
親
川
字
田
ノ
沢
九
十

七
番
地
、
同
市
親
川
字
冷
水

百
三
十
二
番
地
及
び
同
市
親

川
字
砂
子
田
四
十
八
番
地
の

う
ち
別
図
に
示
す
区
域

十
二
・
九
一
ヘ
ク
タ
ー
ル

保
護
す
べ
き
野
生
動
植
物
の
種
類

タ
ブ
ノ
キ
、
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
、
ス
ハ
マ

ソ
ウ
、
ギ
ョ
ウ
ジ
ャ
ニ
ン
ニ
ク
、
カ

タ
ク
リ
、
キ
ク
ザ
キ
イ
チ
リ
ン
ソ
ウ
、

エ
ゾ
エ
ン
ゴ
サ
ク



平成15年11月 4日（火曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 第1519号

８

０ 500m

秋田県親川自然環境保全地域 
野生動植物保護地区  区域図 

凡　　　例 

野生動植物 
保護地区 

〔別図〕



平成15年11月 4日（火曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 第1519号

秋
田
県
告
示
第
九
百
三
号

秋
田
県
自
然
環
境
保
全
条
例
（
昭
和
四
十
八
年
秋
田
県
条
例
第
二
十
三
号
）
第
十
二
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
、
自
然
環
境
保
全
地
域
を
次
の
と
お
り
指
定
し
、
平
成
十
五
年
十
一
月
四
日
か
ら
施
行

す
る
。平

成
十
五
年
十
一
月
四
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

９

自
然
環
境
保
全
地
域
の
名
称

秋
田
県
出
戸
湿
原
自
然
環
境
保
全

地
域

自
然
環
境
保
全
地
域
に
含
ま
れ
る
土
地
の
区
域
及

び
面
積

南
秋
田
郡
天
王
町
天
王
字
細
谷
長
根
三
十
八
番
地

の
一

二
・
七
四
ヘ
ク
タ
ー
ル



平成15年11月 4日（火曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 第1519号

１０

凡　　　例 

自然環境 
保全地域 

０ 500m

秋田県出戸湿原自然環境保全地域  区域図 

〔別図〕



平成15年11月 4日（火曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 第1519号

秋
田
県
告
示
第
九
百
四
号

秋
田
県
自
然
環
境
保
全
条
例
（
昭
和
四
十
八
年
秋
田
県
条
例
第
二
十
三
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
、
自
然
環
境
保
全
地
域
に
関
す
る
保
全
計
画
を
決
定
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
そ
の
概
要
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
十
五
年
十
一
月
四
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

秋
田
県
出
戸
湿
原
自
然
環
境
保
全
地
域
の
保
全
計
画
の
概
要

一
　
保
全
す
べ
き
自
然
環
境
の
特
質
そ
の
他
当
該
地
域
に
お
け
る
自
然
環
境
の
保
全
に
関
す
る
基
本

的
な
事
項

こ
の
地
域
は
、
標
高
三
十
メ
ー
ト
ル
地
点
に
あ
る
地
域
に
も
か
か
わ
ら
ず
高
層
湿
原
に
典
型
的

に
見
ら
れ
る
希
少
な
植
物
が
生
育
し
て
い
る
。
こ
の
自
然
環
境
を
維
持
す
る
た
め
、
区
域
全
体
を

特
別
地
区
及
び
野
生
動
植
物
保
護
地
区
に
指
定
し
、
適
正
な
保
全
を
図
る
。

二
　
特
別
地
区
の
指
定
に
関
す
る
事
項

こ
の
地
域
の
湿
原
植
生
と
希
少
な
植
物
の
保
護
を
図
る
た
め
、
区
域
全
体
を
特
別
地
区
及
び
野

生
動
植
物
保
護
地
区
と
し
て
保
全
す
る
と
と
も
に
、
モ
ウ
セ
ン
ゴ
ケ
等
の
植
物
を
保
護
す
べ
き
野

生
動
植
物
と
す
る
。

三
　
保
全
の
た
め
の
施
設
に
関
す
る
事
項

自
然
環
境
保
全
地
域
内
の
自
然
環
境
を
保
全
す
る
た
め
、
次
の
施
設
を
設
置
す
る
。

標
識
　
侵
入
防
止
さ
く

秋
田
県
告
示
第
九
百
五
号

秋
田
県
自
然
環
境
保
全
条
例
（
昭
和
四
十
八
年
秋
田
県
条
例
第
二
十
三
号
）
第
十
五
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
、
自
然
環
境
保
全
地
域
の
区
域
内
に
特
別
地
区
を
次
の
と
お
り
指
定
し
、
平
成
十
五
年

十
一
月
四
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
十
五
年
十
一
月
四
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

１１

自
然
環
境
保
全
地
域
特
別
地
区
の

名
称

出
戸
湿
原
特
別
地
区

自
然
環
境
保
全
地
域
特
別
地
区
に
含
ま
れ
る
土
地

の
区
域
及
び
面
積

南
秋
田
郡
天
王
町
天
王
字
細
谷
長
根
三
十
八
番
地

の
一

二
・
七
四
ヘ
ク
タ
ー
ル



平成15年11月 4日（火曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 第1519号

１２

０ 500m

秋田県出戸湿原自然環境保全地域特別地区  区域図 

凡　　　例 

特別地区 

〔別図〕



平成15年11月 4日（火曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 第1519号

秋
田
県
告
示
第
九
百
六
号

秋
田
県
自
然
環
境
保
全
条
例
（
昭
和
四
十
八
年
秋
田
県
条
例
第
二
十
三
号
）
第
十
六
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
、
自
然
環
境
保
全
地
域
特
別
地
区
内
に
野
生
動
植
物
保
護
地
区
を
次
の
と
お
り
指
定
し
、

平
成
十
五
年
十
一
月
四
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
十
五
年
十
一
月
四
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

１３

自
然
環
境
保
全
地

域
野
生
動
植
物
保

護
地
区
の
名
称

出
戸
湿
原
野
生
動

植
物
保
護
地
区

自
然
環
境
保
全
地
域
野
生
動

植
物
保
護
地
区
に
含
ま
れ
る

土
地
の
区
域
及
び
面
積

南
秋
田
郡
天
王
町
天
王
字
細

谷
長
根
三
十
八
番
地
の
一

二
・
七
四
ヘ
ク
タ
ー
ル

保
護
す
べ
き
野
生
動
植
物
の
種
類

ツ
ル
コ
ケ
モ
モ
、
ト
キ
ソ
ウ
、
ム
ジ

ナ
ス
ゲ
、
タ
ヌ
キ
モ
、
ア
ギ
ナ
シ
、

カ
キ
ツ
バ
タ
、
ヒ
メ
ミ
ク
リ
、
ム
ラ

サ
キ
ミ
ズ
ゴ
ケ
、
イ
ボ
ミ
ズ
ゴ
ケ
、

オ
オ
ミ
ズ
ゴ
ケ
、
ノ
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
、

コ
ウ
ホ
ネ
、
サ
ワ
ギ
キ
ョ
ウ
、
モ
ウ

セ
ン
ゴ
ケ



平成15年11月 4日（火曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 第1519号

１４

０ 500m
凡　　　例 

野生動植物 
保護地区 

秋田県出戸湿原自然環境保全地域 
野生動植物保護地区   区域図 

〔別図〕



平成15年11月 4日（火曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 第1519号

二
　
道
路
の
区
域
を
表
示
し
た
図
面
を
縦
覧
す
る
場
所
及
び
期
間

（一）

場
所
　
建
設
交
通
部
道
路
環
境
課

（二）

期
間
　
平
成
十
五
年
十
一
月
四
日
か
ら
同
月
十
七
日
ま
で

秋
田
県
告
示
第
九
百
十
号

秋
田
県
告
示
第
九
百
七
号

次
の
加
入
区
の
漁
業
区
分
に
係
る
漁
業
災
害
補
償
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
五
十
八
号
）
第

百
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
第
二
号
漁
業
者
の
同
意
に
つ
い
て
、
同
項
に
規
定
す
る
要
件
に
適

合
す
る
と
認
め
た
の
で
、
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
百
五
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
公
示
す
る
。

平
成
十
五
年
十
一
月
四
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

象
潟
加
入
区
　
十
ト
ン
未
満
の
漁
船
漁
業
で
あ
っ
て
１
及
び
２
に
掲
げ
る
漁
業
以
外
の
漁
業

秋
田
県
告
示
第
九
百
八
号

農
林
水
産
大
臣
か
ら
次
の
保
安
林
を
解
除
予
定
保
安
林
に
す
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
森
林

法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
十
五
年
十
一
月
四
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
（一）

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

大
館
市
雪
沢
字
長
木
沢
（
国
有
林
。
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
道
路

の
区
域
を
変
更
し
、
供
用
を
開
始
す
る
。

平
成
十
五
年
十
一
月
四
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

（二）

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的
　
土
砂
の
流
出
の
防
備

（三）

解
除
の
理
由
　
道
路
用
地
と
す
る
た
め

二
（一）

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

鹿
角
郡
小
坂
町
小
坂
字
新
遠
部
沢
（
国
有
林
。
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

（二）

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的
　
水
源
の
か
ん
養

（三）

解
除
の
理
由
　
道
路
用
地
と
す
る
た
め

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
及
び
北
秋
田
地
域
振
興
局

農
林
部
、
鹿
角
地
域
振
興
局
農
林
部
並
び
に
大
館
市
役
所
及
び
鹿
角
郡
小
坂
町
役
場
に
備
え
置
い
て

縦
覧
に
供
す
る
。
）

秋
田
県
告
示
第
九
百
九
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お

り
道
路
の
区
域
を
変
更
す
る
。

平
成
十
五
年
十
一
月
四
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

１５

一
　
道
路
の
区
域

道
路
の
種
類

一

般

国

道

路
　
　
線
　
　
名

百
五
号

百
五
号

旧
新
別

旧新

敷
地
の
幅
員
（
メ
ー
ト
ル
）

一
二
・
〇
〇
〜
四
二
・
〇
〇

一
三
・
〇
〇
〜
五
六
・
〇
〇

延
長
（
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

〇
・
二
〇
〇

〇
・
二
〇
〇

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

仙
北
郡
西
木
村
上
桧
木
内
字
桁
沢
二
〇
一
番
四
地
先
か
ら
一
六
四
番
四
地
先
ま

で仙
北
郡
西
木
村
上
桧
木
内
字
桁
沢
二
〇
一
番
四
か
ら
一
六
四
番
四
ま
で

一
　
道
路
の
区
域
及
び
供
用
開
始
の
区
間

道
路
の
種
類

一

般

国

道

路
　
　
線
　
　
名

百
八
号

百
八
号

旧
新
別

旧新

敷
地
の
幅
員
（
メ
ー
ト
ル
）

一
五
・
二
〇
〜
一
五
・
六
〇

一
五

二
〇

一
九

六
〇

延
長
（
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

〇
・
〇
六
一

〇

〇
六
一

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

本
荘
市
宮
内
字
天
神
一
七
四
地
先
内
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秋
田
県
告
示
第
九
百
十
三
号

二
　
道
路
の
区
域
を
表
示
し
た
図
面
を
縦
覧
す
る
場
所
及
び
期
間

（一）

場
所
　
建
設
交
通
部
道
路
環
境
課

（二）

期
間
　
平
成
十
五
年
十
一
月
四
日
か
ら
同
月
十
七
日
ま
で

秋
田
県
告
示
第
九
百
十
二
号

二
　
供
用
開
始
の
期
日
　
平
成
十
五
年
十
一
月
四
日

三
　
道
路
の
区
域
及
び
供
用
開
始
の
区
間
を
表
示
し
た
図
面
を
縦
覧
す
る
場
所
及
び
期
間

（一）

場
所
　
建
設
交
通
部
道
路
環
境
課

（二）

期
間
　
平
成
十
五
年
十
一
月
四
日
か
ら
同
月
十
七
日
ま
で

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
道
　

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
（
平
成
十
二
年
法
律
第
十
五
号
）
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
市
町
村
道
の
工
事
を
次
の
と
お
り
完
了
し
た
の
で
、
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
施
行
令

（
平
成
十
二
年
政
令
第
百
七
十
五
号
）
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
十
五
年
十
一
月
四
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

秋
田
県
告
示
第
九
百
十
一
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お

り
道
路
の
区
域
を
変
更
す
る
。

平
成
十
五
年
十
一
月
四
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

１６

一
　
道
路
の
区
域
及
び
供
用
開
始
の
区
間

道
路
の
種
類

一

般

国

道

路
　
　
線
　
　
名

百
八
号

百
八
号

旧
新
別

旧新

敷
地
の
幅
員
（
メ
ー
ト
ル
）

一
五
・
二
〇
〜
一
五
・
六
〇

一
五
・
二
〇
〜
一
九
・
六
〇

延
長
（
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

〇
・
〇
六
一

〇
・
〇
六
一

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

本
荘
市
宮
内
字
天
神
一
七
四
地
先
内

〃

一
　
道
路
の
区
域

道
路
の
種
類

一

般

国

道

路
　
　
線
　
　
名

百
八
号

百
八
号

旧
新
別

旧新

敷
地
の
幅
員
（
メ
ー
ト
ル
）

七
・
〇
〇
〜
四
〇
・
〇
〇

一
五
・
六
〇
〜
四
八
・
〇
〇

延
長
（
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

〇
・
五
二
〇

〇
・
五
二
〇

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

由
利
郡
鳥
海
町
上
川
内
字
平
根
八
番
一
か
ら
字
堤
鍋
二
五
〇
番
二
ま
で

〃

市

町

村

名

小

坂

町

工
事
の
完
了
し
た
日

平
成
十
五
年
十
月
二
十
三
日

工
事
の
種
類

道
路
改
築
・
橋
梁

整
備

路
　
線
　
名

鹿
倉
線

工

事

の

完

了

し

た

区

間

鹿
角
郡
小
坂
町
小
坂
鉱
山
字
尾
樽
部
七
十
六
番
か
ら
同
町
上
向
字
鳥
越
三
番
一
ま
で
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土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
大
館

市
真
中
土
地
改
良
区
か
ら
次
の
と
お
り
役
員
の
退
任
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
十
七
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

平
成
十
五
年
十
一
月
四
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

退
任
理
事
の
住
所
及
び
氏
名

大
館
市
板
沢
字
甲
上
野
四
十
三
番
地
の
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
　
樫
　
一
　
俊

秋
田
県
収
納
代
理
金
融
機
関
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
合
併
に
伴
う
名
称
の
変
更
が
あ
っ
た
の
で
、

公
告
す
る
。

平
成
十
五
年
十
一
月
四
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

路
の
位
置
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
建
築
基
準
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
建
設
省
令
第

四
十
号
）
第
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

物
品
調
達
契
約
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
一
般
競
争
入
札
を
行
う
の
で
、
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭

和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

平
成
十
五
年
十
一
月
四
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
入
札
に
付
す
る
事
項

（一）

購
入
物
品
名
及
び
数
量

四
輪
乗
用
自
動
車
（
緊
急
自
動
車
）

一
台

（二）

購
入
物
品
の
仕
様
等

入
札
説
明
書
及
び
仕
様
書
に
よ
る
。

（三）

納
入
期
限

平
成
十
六
年
一
月
三
十
日
（
金
）

（四）

納
入
場
所

秋
田
県
秋
田
港
湾
事
務
所

二
　
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格

（一）

地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
六
十
七
条
の
四
の
規
定
に
該
当
し
な
い
こ
と
。

（二）

秋
田
県
が
発
注
す
る
物
品
の
買
入
れ
等
の
競
争
入
札
に
参
加
す
る
資
格
を
有
す
る
こ
と
。

（三）

当
該
調
達
契
約
に
係
る
入
札
説
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

三
　
契
約
条
項
を
示
す
場
所
等

（一）

契
約
条
項
を
示
す
場
所
、
入
札
説
明
書
及
び
仕
様
書
の
交
付
場
所
並
び
に
問
い
合
わ
せ
先

平
成
十
五
年
十
一
月
四
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

公
　
　
　
　
　
　
告

１７

指

定

年

月

日

平
成
十
五
年
十
月
二
十
四
日

道

路

の

幅

員

六
メ
ー
ト
ル

道

路

の

延

長

三
十
四
・
八
三
メ
ー
ト
ル

申
請
者
の
住
所
及
び
氏
名

北
秋
田
郡
鷹
巣
町
坊
沢
字
深
関
街
道
下
五
十
九

番
地

有
限
会
社
　
ゴ
ダ
イ

代
表
取
締
役
　
高
　
杉
　
弘
　
章

道
路
の
位
置
の
指
定
箇
所

北
秋
田
郡
鷹
巣
町
鷹
巣
字
北
中
家
下
三
十
六
番

一
の
内

名
　
称

秋
田
信
用
金

庫

所
　
在
　
地

秋
田
市
大
町
三
丁

目
三
番
十
八
号

所
　
在
　
地

秋
田
市
大
町
三
丁

目
三
十
八
号

南
秋
田
郡
五
城
目

町
字
下
タ
町
六
十

四
番
地

名
　
称

秋
田
信
用
金

庫五
城
目
信
用

金
庫

変
　
　
　
　
更
　
　
　
　
後

変
　
　
　
　
更
　
　
　
　
前

変
更
年
月
日

平
成
十
五
年
十

月
二
十
日

町
字
下
タ
町
六
十

四
番
地

金
庫
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郵
便
番
号
〇
一
〇
―
八
五
七
〇
　
秋
田
市
山
王
四
丁
目
一
番
一
号

秋
田
県
出
納
局
管
財
課
契
約
班
（
電
話
〇
一
八
―
八
六
〇
―
二
七
三
八
）

（二）

入
札
説
明
書
及
び
仕
様
書
の
交
付
方
法

秋
田
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例
（
平
成
元
年
秋
田
県
条
例
第
二
十
九
号
）
第
一
条
第
一
項
に

規
定
す
る
県
の
休
日
を
除
き
、
平
成
十
五
年
十
一
月
四
日
（
火
）
か
ら
同
月
十
三
日
（
木
）
ま

で
の
期
間
、
随
時
交
付
す
る
。

四
　
入
札
執
行
の
日
時
及
び
場
所

平
成
十
五
年
十
一
月
二
十
日
（
木
）
午
後
二
時
四
十
五
分

秋
田
県
庁
地
下
一
階
管
財
課
入
札
室

五
　
入
札
保
証
金

秋
田
県
財
務
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
秋
田
県
規
則
第
四
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
百

六
十
条
か
ら
第
百
六
十
三
条
ま
で
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

六
　
そ
の
他

（一）

入
札
の
方
法

落
札
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当
該
金
額
の
百
分
の
五
に
相
当

す
る
額
を
加
算
し
た
金
額
（
当
該
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額

を
切
り
捨
て
た
金
額
）
を
も
っ
て
落
札
価
格
と
す
る
の
で
、
入
札
者
は
、
消
費
税
及
び
地
方
消

費
税
に
係
る
課
税
事
業
者
で
あ
る
か
免
税
事
業
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
見
積
も
っ
た
契
約
希

望
金
額
の
百
五
分
の
百
に
相
当
す
る
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ
と
。

（二）

入
札
の
無
効

規
則
第
百
六
十
六
条
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（三）

落
札
者
の
決
定
方
法

予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内
で
最
低
の
価
格
を
も
っ
て
有
効
な
入
札
を
し
た
者
を
落
札
者
と

す
る
。
た
だ
し
、
落
札
と
な
る
べ
き
同
価
の
入
札
を
し
た
者
が
二
人
以
上
あ
る
と
き
は
、
く
じ

に
よ
り
決
定
す
る
。

（四）

提
出
書
類
等

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
に
定
め
る
期
日
ま
で
に
、
入
札
説
明
書
及
び
仕
様
書

に
記
載
さ
れ
た
必
要
書
類
等
を
提
出
す
る
こ
と
。

（五）

そ
の
他

詳
細
は
、
入
札
説
明
書
に
よ
る
。

物
品
調
達
契
約
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
一
般
競
争
入
札
を
行
う
の
で
、
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭

和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

平
成
十
五
年
十
一
月
四
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
入
札
に
付
す
る
事
項

（一）

購
入
物
品
名
及
び
数
量

熱
膨
張
測
定
装
置
　
一
式

（二）

購
入
物
品
の
仕
様
等

入
札
説
明
書
及
び
仕
様
書
に
よ
る
。

（三）

納
入
期
限

平
成
十
六
年
一
月
三
十
日
（
金
）

（四）

納
入
場
所

秋
田
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー

二
　
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格

（一）

地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
六
十
七
条
の
四
の
規
定
に
該
当
し
な
い
こ
と
。

（二）

秋
田
県
が
発
注
す
る
物
品
の
買
入
れ
等
の
競
争
入
札
に
参
加
す
る
資
格
を
有
す
る
こ
と
。

（三）

当
該
調
達
契
約
に
係
る
入
札
説
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

三
　
契
約
条
項
を
示
す
場
所
等

（一）

契
約
条
項
を
示
す
場
所
、
入
札
説
明
書
及
び
仕
様
書
の
交
付
場
所
並
び
に
問
い
合
わ
せ
先

郵
便
番
号
〇
一
〇
―
八
五
七
〇
　
秋
田
市
山
王
四
丁
目
一
番
一
号

秋
田
県
出
納
局
管
財
課
契
約
班
（
電
話
〇
一
八
―
八
六
〇
―
二
七
三
八
）

（二）

入
札
説
明
書
及
び
仕
様
書
の
交
付
方
法

秋
田
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例
（
平
成
元
年
秋
田
県
条
例
第
二
十
九
号
）
第
一
条
第
一
項
に

規
定
す
る
県
の
休
日
を
除
き
、
平
成
十
五
年
十
一
月
四
日
（
火
）
か
ら
同
月
十
三
日
（
木
）
ま

で
の
期
間
、
随
時
交
付
す
る
。

四
　
入
札
執
行
の
日
時
及
び
場
所

平
成
十
五
年
十
一
月
二
十
一
日
（
金
）
午
前
十
一
時

秋
田
県
庁
地
下
一
階
管
財
課
入
札
室

五
　
入
札
保
証
金

秋
田
県
財
務
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
秋
田
県
規
則
第
四
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
百

六
十
条
か
ら
第
百
六
十
三
条
ま
で
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

六
　
そ
の
他

（一）

入
札
の
方
法

落
札
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当
該
金
額
の
百
分
の
五
に
相
当

す
る
額
を
加
算
し
た
金
額
（
当
該
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額

を
切
り
捨
て
た
金
額
）
を
も
っ
て
落
札
価
格
と
す
る
の
で
、
入
札
者
は
、
消
費
税
及
び
地
方
消

費
税
に
係
る
課
税
事
業
者
で
あ
る
か
免
税
事
業
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
見
積
も
っ
た
契
約
希

望
金
額
の
百
五
分
の
百
に
相
当
す
る
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ
と
。

（二）

入
札
の
無
効

１８
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規
則
第
百
六
十
六
条
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（三）

落
札
者
の
決
定
方
法

予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内
で
最
低
の
価
格
を
も
っ
て
有
効
な
入
札
を
し
た
者
を
落
札
者
と

す
る
。
た
だ
し
、
落
札
と
な
る
べ
き
同
価
の
入
札
を
し
た
者
が
二
人
以
上
あ
る
と
き
は
、
く
じ

に
よ
り
決
定
す
る
。

（四）

提
出
書
類
等

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
に
定
め
る
期
日
ま
で
に
、
入
札
説
明
書
及
び
仕
様
書

に
記
載
さ
れ
た
必
要
書
類
等
を
提
出
す
る
こ
と
。

（五）

そ
の
他

詳
細
は
、
入
札
説
明
書
に
よ
る
。

物
品
調
達
契
約
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
一
般
競
争
入
札
を
行
う
の
で
、
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭

和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

平
成
十
五
年
十
一
月
四
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
入
札
に
付
す
る
事
項

（一）

購
入
物
品
名
及
び
数
量

小
型
四
輪
貨
物
自
動
車
　
一
台

（二）

購
入
物
品
の
仕
様
等

入
札
説
明
書
及
び
仕
様
書
に
よ
る
。

（三）

納
入
期
限

平
成
十
五
年
十
二
月
二
十
六
日
（
金
）

（四）

納
入
場
所

北
秋
田
地
域
振
興
局
農
林
部

二
　
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格

（一）

地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
六
十
七
条
の
四
の
規
定
に
該
当
し
な
い
こ
と
。

（二）

秋
田
県
が
発
注
す
る
物
品
の
買
入
れ
等
の
競
争
入
札
に
参
加
す
る
資
格
を
有
す
る
こ
と
。

（三）

当
該
調
達
契
約
に
係
る
入
札
説
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

三
　
契
約
条
項
を
示
す
場
所
等

（一）

契
約
条
項
を
示
す
場
所
、
入
札
説
明
書
及
び
仕
様
書
の
交
付
場
所
並
び
に
問
い
合
わ
せ
先

郵
便
番
号
〇
一
〇
―
八
五
七
〇
　
秋
田
市
山
王
四
丁
目
一
番
一
号

秋
田
県
出
納
局
管
財
課
契
約
班
（
電
話
〇
一
八
―
八
六
〇
―
二
七
三
八
）

（二）

入
札
説
明
書
及
び
仕
様
書
の
交
付
方
法

秋
田
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例
（
平
成
元
年
秋
田
県
条
例
第
二
十
九
号
）
第
一
条
第
一
項
に

規
定
す
る
県
の
休
日
を
除
き
、
平
成
十
五
年
十
一
月
四
日
（
火
）
か
ら
同
月
十
三
日
（
木
）
ま

で
の
期
間
、
随
時
交
付
す
る
。

四
　
入
札
執
行
の
日
時
及
び
場
所

平
成
十
五
年
十
一
月
二
十
日
（
木
）
午
後
二
時
三
十
分

秋
田
県
庁
地
下
一
階
管
財
課
入
札
室

五
　
入
札
保
証
金

秋
田
県
財
務
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
秋
田
県
規
則
第
四
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
百

六
十
条
か
ら
第
百
六
十
三
条
ま
で
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

六
　
そ
の
他

（一）

入
札
の
方
法

落
札
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当
該
金
額
の
百
分
の
五
に
相
当

す
る
額
を
加
算
し
た
金
額
（
当
該
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額

を
切
り
捨
て
た
金
額
）
を
も
っ
て
落
札
価
格
と
す
る
の
で
、
入
札
者
は
、
消
費
税
及
び
地
方
消

費
税
に
係
る
課
税
事
業
者
で
あ
る
か
免
税
事
業
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
見
積
も
っ
た
契
約
希

望
金
額
の
百
五
分
の
百
に
相
当
す
る
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ
と
。

（二）

入
札
の
無
効

規
則
第
百
六
十
六
条
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（三）

落
札
者
の
決
定
方
法

予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内
で
最
低
の
価
格
を
も
っ
て
有
効
な
入
札
を
し
た
者
を
落
札
者
と

す
る
。
た
だ
し
、
落
札
と
な
る
べ
き
同
価
の
入
札
を
し
た
者
が
二
人
以
上
あ
る
と
き
は
、
く
じ

に
よ
り
決
定
す
る
。

（四）

提
出
書
類
等

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
に
定
め
る
期
日
ま
で
に
、
入
札
説
明
書
及
び
仕
様
書

に
記
載
さ
れ
た
必
要
書
類
等
を
提
出
す
る
こ
と
。

（五）

そ
の
他

詳
細
は
、
入
札
説
明
書
に
よ
る
。

秋
田
県
教
育
委
員
会
告
示
第
十
四
号

次
の
と
お
り
教
育
委
員
会
会
議
を
開
催
す
る
。

平
成
十
五
年
十
一
月
四
日

秋
田
県
教
育
委
員
会
委
員
長
　
太
　
田
　
宥
　
子
　

一
　
日
時
　
平
成
十
五
年
十
一
月
五
日
　
午
前
十
時
四
十
分

二
　
場
所
　
教
育
委
員
会
委
員
室

三
　
案
件

選
挙
管
理
委
員
会
告
示

１９
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（一）

議
会
の
議
決
を
経
る
べ
き
教
育
関
係
議
案
に
対
す
る
意
見
に
つ
い
て
の
専
決
処
分
報
告

（二）

平
成
十
六
年
度
秋
田
県
教
育
委
員
会
定
期
人
事
異
動
方
針
案

（三）

秋
田
県
立
図
書
館
協
議
会
委
員
の
任
命
案

（四）

そ
の
他

２０

発

行

者

秋

田
　
　
県

秋
田
市
山
王
四
丁
目
一
番
一
号

購
読
料
金

一
月
三
千
五
百
円

秋
田
市
山
王
七
丁
目
五
番
二
十
九
号

印
　
刷
　
所

株
式
会
社
　
松
　
原
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社

電
話
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X

〇
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〇
五
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目
五
番
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十
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刷
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